
郊外庖立地による北見商圏への影響

福浦謙

I はじめに

1 )研究目的

北海道内において，多くの都市は都市計画に基づき，札幌市に代表されるような碁盤目状に市

街地が形成きれておリ，駅を起点とした駅前商白街が発達している。しかし，近年，駅前商白街

において高居の過密化・駐車場の不足などの問題が発生し， また，これらとほぼ同時期に駅前商

庖街から離れた国道やバイパス沿いに全国系列の郊外庖進出が相次いだ。北見市においては， 1970

年代後半に大型スーパーの出屈が相次ぎ，以後10数年の間に大型デパート・大型郊外屈の進出が

急速に進行した。

本論文では，こうした地方小都市北見市における郊外庖進出が岡市の商圏にどのような影響を

及ぼしたかということを，北海道庁商業流通課の調査方法を参考にして独自に作成・実施したア

ンケート結果に基づき調べていくことを目的とする O

2 )研究地域の概要

北見市は北海道の東部，大雪山とオホーツク海のほぼ中央の北見盆地に位置し，人口約10万人

で網走管内の中心都市である C 北見市の歴史は浅く，屯田兵の入植から100年弱しかたっていな

L 、。支庁があり行政的役割を担う網走市とは対照的に，北見市は経済的拠点都市である O 網走管

内のほぼ中央に位置するため交通の便が良く，鉄道・都市問パスなど交通機関の多くは北見市中

心のダイヤ編成となっている C 周辺の町では独自の街づくりを実施しているが，経済・医療面な

どでは強く北見市に依存する傾向を見せている。

II 北見商圏の概要と郊外屈の立地

1 )北見商庖街の形成過程

現在の市街地は，明治43(1910)年に翌年の野付牛駅(現在の北見駅)開業に合わせて東西 6

J奥行6条という，当時としては大規模な街区設定を行い形成されたものである O 昭和50年代前

半に中心部周辺に相次いで大型スーパーが出居。昭和57年 (1982)年駅前再開発事業の一環とし

て東急百貨屈が出屈し，オホーツク圏における岡市商業の位置を確立する一方，商業街区の駅前

集中傾向を加速させた。昭和60(1985)年，本格的なワンストップ型商業集積としてのイトーヨー

カ堂が郊外に出居。これにより郊外屈の進出に拍車がかかり，駅前における商業街区は収縮の傾

向をみせ， また周辺地域にもその影響を及ぼしている O

2 )北見商圏の現状

これらの商業勢力の変化を調べるために，道庁商業流通課の調査方法をもとに買回品 5品目(道
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では 9品吾) 用い，第 l 表 1.網走箸内の寵歯

市町村単伎での再審種区分を購買率56%以上，第 2次臨圏

を以上56%未満，第 3次商菌を

5%以上30%未満と定め，これに各市

町村を位置づけて考える。

昭和田(1983)年の網走管内の商圏

を去した 1 i によると.

4 -II .にポしたように

第l次高圏に 1市 1町，第 2次期闘に

3軒，第 3次i有国に 2餌がそ

当する。また下表 1 には北晃商関外

からの北見市への購買率も示している。

絹走管内の3市についての小売吸引人

口と通勤人口の推移をグラフにした

1 Jからは，通勤圏人口の伸びに

対する小売吸引人口の伸びで北見市が

も高いことを示しているじこれらの

ことから

がうかがえる。
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をもとに作成

3 )郊外l高の立地要因

り
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図3-II. 
イ卜ーヨーカ堂についての感想

資料:ア ンケート結果をもと に作成

図3-1 . 

北見商庖街への不満・希望

資料:ア ンケート結果をも とに作成
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図3-N. 
北見商圏における買物時の交通手段

資料 :アンケート結果をもとに作成

図3-III. 

北見商圏における自動車所有状況

資料 :アンケート結果をもとに作成

しているが，その立地要因は駐車場のスペースであると思われる。イトーヨーカ堂の約700台の無

料駐車場と駅前商庖街の小規模に点在する有料駐車場とでは比べものにならない。「図 3-I，IIJ

イトーヨーカ堂についての感想の違いがはっきりとからも北見駅前商庖街の駐車場への不満じ

IVJからは北見商圏における近年のモータリゼーションの進行がうかが表れている。「図 3-III， 

本州、|と比べて，北海道内における車J R路線廃止問題等，冬の気象条件，都市聞の距離，える。

への依存度の強きがわかる。

イトーヨーカ堂の立地地域が周辺地域から市街地の交通の要所を通らずに直接行けるこまた，

イトーヨーカ堂の集客力をあてにした他郊外屈の出屈などが，北見における商業地の二極

ハU
FHU 

化の原因と なっている。

とと，



郊外届立地による北見商閣への影響
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と他の市町村の位置国

o 

アンケート配布市町(斜線部)関4ーし

5 6私以上貿毘品購買率回目第1次商圏

30%以上 56%米議

5私以上30ちも未満

既富第2次商鱒

p…輯

伽t.，寺

田4-11.昭和路年北見高盟関
:北海道庁商業流通課

をもとに作成
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-第1次海翻貿毘品購買事 刊誌以上

陸富第2次商圏 30%以上56%未識

ド…掴 5制上30%未満

。 l∞J::..、

図4-III.平成3年北克商隠密

資料:アンケート結果をもとに

2 )周辺地域への影響

4-III は独自に作成・ したアンケートの結果をもとにして:平成3(1991) 

を図にしたものである。「図 4 IIω と比べると，第3次商圏から第 2

から第 2， 3次i者間へと高揮の拡大が著しいことがわかる G これらの結果からアンケート

域の外側への北見商圏の拡大が予想される。

これらの黒因として，イトーヨ…カ堂の出忌と開辺地域の過敏北によるみかけ}

られるが，過疎北といっても微j成績向で， しかも，北見市の人 [1はここ数年江 3である。

しかしながら通勤属人口は円国しからもわかるように増加傾向にある。嵩辺地域では高校の学

る一方，北見fちでは新設校がつくられた。また，各措企業も北見市に集中している

この通勤圏人口の伸びに伴う小売吸引人口の伸びが原因の 1っと考えられる。

3 )駅前藤忠街の対葉

昭和訂(1982)年の東急百貨岩出自から昭和60(1き85) 年のイトーヨぃーカ堂出屈の関に

居館においては大型窟対策として，アーケード改修，カラー舗装，ショソピングモ…/レ化など車

両規制を伴った様々な近代化事業を行っている。また平成 4 (1992)年 4月には近年の駐車場不

足解法のために立体駐車場を建設予定である O 鳴らかにイトーヨー力堂を意識したものではある

が無料と省料の差があり，料金体制に今後の課題が残る。ところで，これらの商岩街f聞の対策に

は疑問が残る。高周街から取を規制してから駐車場伶を作るの辻対策が逆ではないかと筆者は忠フ C

つまり，

と思われる。

をつくり，その利用が軌道に来ってから車両規制をしても ったのではないか

つんF
3
 



他の対策として駅前高岩前に りながら イトーヨー力 郊外宗として出庖し

たり，イトーヨーカ堂内にテナントとして出自している場合がある O イトーヨーカ堂を利用した

積極的な対策ではあるが商忠告測には待のメリソトもなく，商業地の二極色に拍車をかける結果

となってしまった。

IV ま と め

北見市の小売吸引人口は了間 1J をみても体びていることがわかる O しかし，現在の北見の商

圏だけでは，これ以上は大きな伸び辻期待できない。これからは現在の商圏外から

を集められるかが課題となっている O その点で，イトーヨーァヲ堂の進出は大きし東急百貨1苫

とイトーヨーカ堂の 2詣で管内全地域からの集客を可能とした。駅蔀商f苫街はこれを利用して交じ

タト寝への答を商庖街へも引き込むことができるような魅力ある商患街づくりと商岩街に斑子諒い

物に来やすいような市街地整儲などが今後必要になってくると考られる G 北見i詩題外の地域への

アクセスは道路絹の整備により今後，短時開で結ばれる予定ではある O 北見市内についてみると

市街地西側での鉄道のトンネ/レ先に続いて東側でも鉄道の高架化などが現在進められており， ま

た龍にも道路のアンダーパス化，中心街の坂道やさ長道のロードヒ…ティングなど様々な整髄が行

われており，常に生みよい街づくりを北見高辻目指している。

今後，第三の郊外車大型自の進出が予想されるが北見商圏がどれどけ適切な都市計画のもと k

成長・発援をしていくか，同高国の動向に注目していきたいと思う O

本論文をまとめる際に，資料・情報等を提供していただしミた，北見商工会議所の皆さん北見

市役所企画部の福島さん， 日専連北見合，北見市藤忠街拡興組合連合会の皆さん，アンケ…ト

施に協力してくだきった

いている水野裕先生，

-中学校の先生ならびに父兄の皆さん， 日頃から} していただ

く櫛礼申しI二げま
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